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論文の内容の要旨 
 呂氏の博士論文は、経済的思考の育成を念頭に置きながら、教育方法論を中心に、心理的な知見、小
学校児童の経済認識の発達状況を踏まえた心理志向の経済教育論の開発をおこなったものである。 
その要旨は以下のとおりである。 
序章では、目的と方法が述べられている。経済教育の現状と課題を踏まえて、経済的思考の育成を念
頭に置きながら、教育方法論を中心に、心理的な知見、即ち小学校児童の経済認識の発達状況を踏まえ
た心理志向の経済教育論の開発を研究目的としている。研究目的を達成するために、以下の三段階から
なる手続きがとられている。第一段階では、経済的思考が経済に関する素朴理論と経済的な見方や考え
方を内包することを明らかにし、第二段階では、経済的思考における素朴理論と科学的理論の関係性に
基づいて、素朴理論を科学的理論に発展させる教育方法論を開発し、その方法論に依拠した実験授業を
行おうとする。そして第三段階において、社会科における科学性を検討するとともに、経済的思考の育
成を試みた本研究の位置づけ及び意義を明確にしようとする。 
第 1章では、経済的思考の構造を明らかにした。思考研究の枠組み、そして学習的思考の特質を総合
的に踏まえた上で、「思考」「経済的思考」の定義を規定している。その上で、思考は「媒介的」「構造
的」「動的(指向的と可変的)」といった三つの特質を有すると述べている。また、関連する先行研究を
分析することによって、経済的思考の構造、つまり経済的思考は、日常的な側面である経済に関する素
朴理論と科学的側面である「経済的な見方や考え方」を内包することを究明している。 
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第 2章では、「素朴理論の科学性と非科学性」及び「経済的な見方や考え方と日常経験の関係性」を、
東京都内の小学校と茨城県つくば市の農村地域にある小学校の児童への聞き取り調査と質問紙調査に
より考察し、経済的思考における素朴理論と科学的理論の関係性を明確にしている。次に、概念変化の
プロセスを、「素朴理論への気づきの欠如(消極的な対応)」から「科学的理論による素朴理論の再認識
(中間的な対応)」、そして「科学的理論の形成(積極的な対応)」としてまとめた上で、概念変化におけ
る中心的な部分である「科学的理論による素朴理論の再認識」を「非科学転換型」と「科学伸長型」に
分類することによって、理論の精緻化を図っている。 
第 3章で、著者は非科学転換型の概念変化の有効性を検証している。具体的には、価格に関する素朴
理論を科学的理論に発展させるために、小学校社会科における農業の学習内容と関連させながら、非科
学転換型の概念変化に基づいた「米の値段」単元を開発し、長野県長野市にある小学校の 5年生を対象
に、担当教員による協力のもとで実験授業を実施し、事前調査と事後調査の結果を踏まえて、経済的思
考を育成する教育方法論として、非科学転換型の概念変化の有効性を証明している。 
第 4章で、著者は科学伸長型の概念変化の有効性を検討している。小学校の社会科における水産業の
学習内容と関連させながら、科学伸長型の概念変化に基づいた「魚の値段」単元を開発し、東京都にあ
る小学校おいて、担当教員による協力のもとで実験授業を行い、事前調査と事後調査の結果から科学伸
長型の概念変化の有効性を証明している。 
第 5章では、社会科における従来の思考研究を概観した上で、経済的思考の育成を試みた本研究の位
置づけを明確化している。次に、社会科における「科学性」の再定義を通して、本研究で開発した素朴
理論を科学的理論に発展させる教育方法論の可能性を、歴史教育と地理教育の領域において検討してい
る。 
終章では、本研究の成果をまとめるとともに、著者なりの残された課題を提起している。本論文では、
「経済的思考の構造の明確化」「心理志向の経済教育論の開発及び検証」「心理志向の教育論の意義と
可能性」に関する研究の取り組みによって、まず、小学校児童の経済的思考の構造を究明するとともに、
経済に関する素朴理論と科学的理論の関係性を小学校の児童を対象とした実験授業によって明らかに
している。そのうえで、素朴理論と科学的理論の関係性に基づいて、概念変化を導入した心理志向の経
済教育論を導出している。この理論により、概念変化に基づいた授業単元を設計し実施することで、こ
の理論を実証している。著者は、非科学転換型と科学伸長型の概念変化に基づいた実験授業の結果から
小学校児童の経済的思考を素朴理論から科学的理論へ発展させるために、概念変化という方法論が、十
分とは言えないまでも、学習者の心理的変容を活用することで、社会科教育においても有効であること
を証明することができたことを結論としている。 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
本論文は、社会科における「科学性」の見直しを図りつつ、素朴理論から科学的理論へと発展させる
概念変化という教育方法論を用いて、社会科教育における科学的社会認識の育成のあり方に関する新た
な研究知見を提起した。これにより、経済的思考の育成を目指した、心理的な知見、具体的には児童の
経済認識発達の特質(素朴理論)を踏まえた、従来の研究にはみられない独創的な経済教育論が導出され
 -３
た。したがって、独創的で社会科教育の研究に多大な貢献を与える研究と判断し、博士論文としてふさ
わしいといえる。 
 
平成 29 年 2 月 1 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ 教育学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
